
様式第１号 

会 議 録 

会 議 の 名 称 所沢市子ども・子育て会議（令和４年度第２回） 

開 催 日 時 
令和４年８月２２日（月） 

午前１０時００分から午前１１時５０分まで 

開 催 場 所 市役所８階大会議室 

出 席 者 の 氏 名 （会議録別表１）のとおり 

欠 席 者 の 氏 名 （会議録別表１）のとおり 

説明者の職・氏名  

議 題 

（１）「第２期所沢市子ども・子育て支援事業計画」の見直し 

 ①「教育・保育」量の見込みと確保の内容の見直し 

 ②「放課後児童健全育成事業<放課後児童クラブ>」 

量の見込みと確保の内容の見直し 

（２）「ヤングケアラー」に関する意見交換 

会 議 資 料 

・資料１：「教育・保育」量の見込みと確保の内容 

・資料２：「放課後児童健全育成事業<放課後児童クラブ>」 

量の見込みと確保の内容 

・資料３：ヤングケアラー関係資料 

 

・追加資料１：事前に頂いたご意見一覧 

・追加資料２：上映動画 概要 

・追加資料３：ヤングケアラーに対する支援について 

担 当 部 課 名 

こ ど も 未 来 部  町田部長、市來次長 

こ ど も 政 策 課  一色課長、川名主査、高橋主査、 

木下主任、河野主任、長友主事 

こ ど も 支 援 課  清水課長、美甘主幹 

こ ど も 福 祉 課  岩雲課長 

青 少 年 課  三上課長、相笠主査 

保 育 幼 稚 園 課  田中課長 

健康づくり支援課  並木課長、松本主幹 

（事務局）こども未来部こども政策課 電話 04-2998-9415 



会 議 録 

 

 

 

（会議録別表１） 

所沢市子ども・子育て会議委員会名簿 

 

 氏 名 出欠席状況 選出母体等 

１ 佐藤 愛子 出席 市民公募 

２ 下村 友香 出席 市民公募 

３ 齊木 景子 出席 市民公募 

４ 津村 亜紀子 出席 市民公募 

５ 野本 理恵 欠席 所沢商工会議所 

６ 渡辺 良雄 欠席 所沢地区労働組合協議会 

７ 渡辺 由美子 欠席 所沢市私立幼稚園協会 

８ 川口 貴史 出席 埼玉県保育協議会 

９ 後藤 泰秀 出席 地域型保育事業運営団体 

１０ 小松 君恵 出席 地域子育て支援拠点事業運営団体 

１１ 秋山 展子 出席 学校法人 秋草学園 秋草学園短期大学 

１２ 仲田 智宏 出席 所沢市立小中学校校長会 

１３ 小沢 貞泰 出席 所沢市放課後児童対策協議会 

１４ 佐々木 弘子 出席 所沢市民生委員・児童委員連合会 

１５ 中村 芳江 出席 子ども・子育て支援関係者 

１６ 田口 眞弓 出席 子ども・子育て支援関係者 
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発 言 者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 開 会 ～ 

■ 欠席者等の報告 

■ 第 1回会議欠席委員自己紹介 

■ 会議成立の報告 

■ 会長挨拶 

■ 傍聴者の確認（０名） 

■ 資料の確認 

 

 

≪議題１「第２期所沢市子ども・子育て支援事業計画」の見直し≫ 

① 「教育・保育」量の見込みと確保の内容 

 

～事務局より資料１に基づき説明～ 

 

量的な側面では一定程度確保できているのは分かったが、質的な側

面ではどうなのか。 

保育園に入園できても遠方であるとか、兄弟を別々の保育園に預け

ざるを得ないといった問題もあると思う。そのような問題に対し、質

的な配慮も併せてお願いしたい。 

子どもたちが質の良い保育を受けることが非常に重要なので、質的

な側面でもご検討いただきたい。 

 

（保育幼稚園課） 

入園できた保育園が遠く、毎日の登園が厳しい、兄弟を別々の保育

園に預けることになったというご意見はいただくことがある。 

できるだけ各家庭の意見を聞きながら、丁寧に対応していきたい。 

 

（こども政策課） 

女性が働きやすい環境づくりのため、保育の枠だけではなく、質に

ついても幅広い視点でしっかりととらえていきたい。 

 

② 「放課後児童健全育成事業<放課後児童クラブ>」 

量の見込みと確保の内容 
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～事務局より資料２に基づき説明～ 

 

追加資料１に記載のある令和４年度の待機児童２８２人のその後

の状況を教えてもらいたい。 

 

（青少年課） 

待機児童になると、基本的には入所できるまで待っていただくこと

になる。 

年間を通じて変動しているが、４月に入ると、転居などにより待機

児童数に変化が生じる。特に夏休み後の退所者が多く、その後に入所

できるお子さんが多くなるなど、待機していた児童が徐々に入所でき

る状況になり、年度末にはほぼゼロに近づく状況になる。 

 

年度末に入所できた場合、翌年度も継続して入所できるのか。 

また、毎年同じように入所枠が不足している状況がある中で、行っ

ている対策、支援等があれば教えてもらいたい。 

 

（青少年課） 

毎年の入所申し込みの都度、保育の必要性を点数化し、保育の必要

性の高いお子さんから入所の決定をしているため、今年度入所できた

場合でも、翌年度に入所できる訳ではない。 

 対策としては、今年度の待機児童数を踏まえて、確保量の見直しを

行い、定員を３９８人分増やす予定だが、地域によって申込児童数に

偏りがあるため、待機児童が解消できるかどうかはわからない部分が

ある。状況を踏まえながら、今後の施設整備を検討していきたい。 

 

５月に開催した放課後児童対策協議会で、待機児童数について協議

を行い、実利用率を８４％と上方修正している。 

資料２で示した数値は、所沢市全域の数値であり、実際には学区、

支援単位、児童クラブごとに、施設の広さや児童数等、状況は異なる。  

協議会では、平均的にというより、優先順位の高いところから対応

する必要があるとの意見を申し上げた。 

第２期子ども・子育て支援事業計画策定時の「量の見込み」の数値

を見るとわかるように、高学年になると、習い事をしているなどの理
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由で、毎日児童館を利用するわけではなくなることから、その実態に

即するため実利用率を計算している。 

子どもには子どもの社会があり、支援員や保育士が見ているから安

心ということだけではなく、子ども同士の関係性の中で成長しながら

生活の基礎も学んでいくこともあると感じている。 

 

≪議題２「ヤングケアラー」に関する意見交換≫ 

 ～ヤングケアラーに関する動画上映（追加資料２）～ 

～事務局より資料３、追加資料３に基づき説明～ 

 

最近テレビでもヤングケアラーについて取り上げられることも多

くなり、認識も少しずつ変わってきた気がする。本人が小さな頃から 

家族の世話をして自分を犠牲にすることが当たり前と思って生きて

いることについては、一刻も早く私達や国や行政も含めて手立てを考

えなければいけない。 

支援していくことだけにとどまらず、生きていくうえでは、何事に

おいても人間関係は大事だと思う。 

先ほど上映された動画の中で、ヤングケアラ―だった方が、「自分

の事を発信していく事は難しい」と言っていた。せっかく担当者と打

ち解けて相談等ができるようになっても、異動などによって担当者が

変わってしまう事が本人にとってはストレスになってしまうのでは

ないか。ただ新しい担当者へ引継ぎするだけではなく、担当を離れた

後もつながっていられる体制などが作れないかという思いがあり、臨

機応変に対応してもらいたいと思う。 

また行政には、経済的な支援が必要な子どもへの対応もお願いした

い。精神的な支援については多く語られるが、子ども自身の健康管理

の必要性も考えるなど、医療の観点からの支援も必要だと思う。ヤン

グケアラ―は、自分の事はあと回しにしがちであるが、病院にかかる

必要があれば、経済的な事を考える事なく、かかれる体制は必要であ

ると思う。 

所沢市では所得制限がなく、中学生まで医療費の助成を行ってい

る。子どもの医療費の助成については県内で対象年齢にバラつきがあ

り、市の予算的にも難しいことは分かるが、臨時の給付金の支給など、

一時的な支援ではなく、医療費助成などの長期的で、継続的な支援の
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体制が必要だ。 

健康面において困ることのない状況は、ヤングケアラーの子どもた

ちはもちろんのこと、それ以外の子ども達にもそういった目を向けた

検討をしてほしい。 

 

ヤングケアラ―の相談先がたくさんあっても、子どもはそれを知ら

ないと思う。学校で相談先についてのチラシを配布する、通学路にポ

スターを掲示する等、まずは知ってもらうことが大事だと思う。 

また、体力的に大変な家庭もあると思うので、低額の利用料でヘル

パーを利用できるようにして、家事の負担軽減を図る他、ヘルパーに

相談にも乗ってもらえるような仕組みがあれば良いと思う。 

 

子育てにおける利用者支援のサービスには様々なものがあるが、所

沢市では、地域の子育て支援の拠点として、多くの児童館がある。 

介護にはケアマネージャーがいて何でも相談できるのと同じよう

に、児童館で子どもの相談を受けられる体制づくりができるといいと

考えている。今後は、児童館がいつ行ってもいい、いつでも相談に乗

ってくれるというような、子どもを応援する拠点になれたら良いので

はないかと思っている。 

 

先ほど他の委員から出ていた人間（信頼）関係は大事であるという

意見に同感である。 

長らく保健師として個別支援をしていたが、やっと相手と話ができ

るようになったところで担当地域が変更になってしまう状況は何度

かあった。引継ぎの際は、電話などですませるのではなく、同伴によ

る訪問により、直接顔を合わせた状態で丁寧に対応してきた。今でも、

どの保健師もその気持ちを持って働いていると思う。 

担当を引き継いだ場合、時間が経ってから関係が良くなることもあ

る。そのため時間はかかると思うが、丁寧に引き継ぐことが大事なの

だとあらためて当時の事を思い出した。 

 

ヤングケアラ―と聞いて、核家族化や地域の方々と疎遠になってき

ていることも関係しているのではないかと感じた。 

自分の経験の話になるが、入院した家族の看護のために、子どもを
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祖父母に預けていたことがある。当時は、子どもの保育園の送迎、仕

事との両立などに祖父母の手助けが得られたが、もし、時期が異なっ

ていたら、子どもが祖父母の介護や自宅の家事をしなければならなか

ったかもしれない。そういった家庭は目に見えないだけで、他にもい

ると思う。 

子どもがどうにかしなければいけない状況になると、ヤングケアラ

―につながってしまう。病気になった本人も、子どもをヤングケアラ

―にしてしまったという辛い気持ちを抱える可能性もあるため、患者

本人へのケアも必要だと思う。そこから福祉の充実の話にもつながっ

てくるのではないか。医療の進歩により持病があっても、在宅で療養

できる今、ヤングケアラ―の存在の話につながっていくのかなと思

う。もし、自分が病気になったとしても、子どもに頼るのではなく、

福祉や地域の手助けを得たいと思う。 

昔からこういった状況はあったが、昔は人づきあいがあったから、

誰かが気付いて助け合っていたんだと思う。今は核家族化、コロナ禍

により難しい状況だとは思うが、地域との付き合いは大事だと思う。 

みんなで気遣えて、その人の立場にたって考えてあげられる社会を

作っていくことが大事だと思う。そのためにも自分から人と関わって

いく、ありがとうという言葉を増やしていく事が最も大事なことでは

ないかと思う。 

 

小学校の道徳の時間等で、ヤングケアラ―について話し合える機会

があれば、同級生が気付いて大人たちに伝える等、周りの理解が深ま

るのではないか。 

 

学校の授業で扱ってはどうかとの意見については、今後道徳の教材

が学校に示されれば、ぜひ活用したいと思う。 

前回の会議でも話したが、ヤングケアラ―の問題は大人の問題だと

考えている。 

本日出席の委員の皆さんは、もしもの時は自分で何とかする、ダメ

だった時は福祉に頼る等、子どもには迷惑をかけないという子どもの

人権について意識の高い方々だと思う。 

社会を変えていかなければならないという意見は、そのとおりであ

る。今後の日本の社会においては、子どもに負担をかけるのは虐待と
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委員 

同じという意識を持ち、子どもにも親にもそれぞれの人生があり、双

方が豊かでないといけないという人権意識を高めていくことが必要

だと思う。どのような社会をつくればいいか、子どもの頃から学んで

いき、みんなが豊かに幸せに暮らせるようにすることが必要だと思っ

ている。 

学校現場で子どもの様子を見ていると心配な家庭に気付く。そのよ

うな場合に、スクールソーシャルワーカーに関わってもらいながら、

福祉につなげようとしているが、福祉に頼ることを望まない人も多

い。保護者には、そのような状態は子どもに負担がかかり過ぎてしま

うことを伝え、福祉に頼りましょうという説得もしている。 

これからも学校でできることがあれば、ぜひ協力したいと思う。 

 

先日、民生委員の部会のテーマとしてヤングケアラ―を取り上げる

こととして、県の出前講座を依頼した。講師によると、「この講座は

始まったばかりだが、依頼が多い状況」とのことだった。 

地域の民生委員として活動しているが、例えばヤングケアラ―に関

する情報が入っても、相手から「どこから聞いたのか？」と聞かれて

しまう事もあり、すぐには訪問等ができない状況もあるため、まずは

周りの様子を見るところから始めることになる。 

問題は、自分からも、地域からも、どこからも助けを求める声が上

がらないことだ。声が上がってこないと、民生委員としてすぐに対応

できない。 

県としては、ヤングケアラーに関する取組みは始まったばかりであ

り、行政の窓口でたらい回しになることが多いため、窓口の一本化を

進めていきたいとのことだった。窓口が一本化されれば、相談先が明

確になるというメリットがあるので、期待をしている。 

ヤングケアラ―ではないが、以前、ごみの分別ができない外国人の

方に、分別の資料を渡し、説明したところ、片言の日本語で「助かり

ました」とお礼を言われたことがあった。地域のつながり、話すきっ

かけ、声をかけるきっかけが大事であると感じた。 

今後、気になった子どもがいたら声をかけていきましょうと部会で

話し合った。 

 

先ほどの話の続きになるが、児童館が特別な場所ではなく日常の延
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長線上にある子どもの応援拠点であり、子どもの駆け込み寺にもなる

という意識を持つことが重要だ。子どもが自ら「相談があります」と

訪れることはないと思うので、日常の延長で相談できる場となれれば

いいと考えている。 

また、その発展型として、児童館は子どもが遊ぶ場というだけでな

く、自治会長、民生委員、地域の方々等が子どもの事を話し合う場で

もあり、自治会や商店街、地域の中小企業も含め、いつも地域で子ど

もを見守っているというカタチができないかと思っている。 

前回の会議でも話したように、埼玉県と埼玉県内経済６団体で、「未

来を担う子供たちへの支援に関する協定」を結んでいる。今話題にな

っているのは、子ども食堂、フードドライブ等の支援だが、中小企業

団体に対し、ヤングケアラーの問題も含め、さらに一歩踏み込んで  

子ども達の実態を知ってもらうことにより、地域を巻き込んだ活動が

できると思っている。 

 

自身の事になるが、子どもがまだ小さかった頃、妻が交通事故にあ

った。その時、もし亡くなっていたら、または重度の後遺症が残って

しまい、介護をしながら子どもを育てる状況になったとすれば、自分

の親と同居したと思う。よく、自助、共助、公助といわれるが、これ

らの選択には、核家族化の問題に加え、ライフスタイルの変化も影響

していると思う。 

築き上げた今の生活を崩したくないという気持ちが、自分たちの状

況を外に見せないことにつながり、ヤングケアラ―の入り口になって

しまうのだと思う。 

何でも公が支援すれば良いという訳ではなく、共助が必要だと思う

が、他の委員の意見にもあったように共助の部分である近所付き合い

が薄れていると思う。今は、回覧板を相手の顔を見て、手渡しでする

こともなくなっていると思うが、それはお互い遠慮し始めたことから

スタートしてしまった気がする。時計の針を戻せばいいという話では

なく、ゴミ出しの時の挨拶等の積み重ねが解決の糸口だったりすると

思う。そういった事から、家庭の様子の変化に気付くことにつながる

のではないかと思う。 

根底にあるのが信頼関係なので、公的な支援であっても信頼関係が

作れるかが重要であると感じた。この辺の軸を整理すると所沢市とし
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てヤングケアラ―にどう向き合ったら良いかの糸口が見えてくるの

ではないかと思う。 

 

皆さんの意見に同感である。 

コロナ禍の中で、ヤングケアラ―の問題、貧困や母子家庭の問題が、

ますます進んでいくだろうと思っている。 

女性の視点から見ると、母子家庭では、ヤングケアラ―に頼らない

と生活できない経済状況にあると思う。そのような家庭に経済的な支

援をどうしていくかという問題がある。 

次に、家庭の貧困、親の社会性の問題を考えると、ヤングケアラ―

は親の介護の問題だけではなく、もっと幅広い問題として捉える必要

があると思っている。コロナ禍における現実的な問題として家庭内の

性暴力が非常に増えている状況があり、ますます子ども達が声をあげ

られなくなってしまっている恐れもある。 

子どもたちが声をあげられるようにするにはどうしたら良いのか、

子どもたちの声をどこで受け取るかということが重要であり、真剣に

取り組まなければいけない。今後の市の取り組みに期待している。 

 

保育に携わっているため、子どもの視点から話をしたい。５歳児は

コロナ禍で３年間マスクを着用する生活をしており、マスクの着用が

当たり前になっている。マスクを取るように促しても、「マスクを取

って良いのか」と聞いてくるなど、ほかに比べるものがなければそれ

が当たり前と思ってしまう。それと同様に、先ほど上映された動画の

中で、１１歳で親の介護が必要になり、何年か経つとそれが当たり前

になっていた、という体験談があった。子どもがケアラーになっても、

他の家庭と比べる事がないという状況では、それが当たり前であると

思ってしまうため、子どもから声を上げて発信する事は非常に難し

い。 

そのため、大人が日頃から近所付き合いをし、困った時には、地域

の人に頼っていいんだという姿勢を見せていく事が必要だ。子ども

は、大人が地域とつながっていない環境で育っていくと、地域に頼る

ことに思い至らない。子どもが声を上げられないのは大人の問題だと

思う。大人がそれをどう教えていくか、どういう姿勢を見せていくの

かが重要だと思う。 
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前回の会議の中で、学校が窓口になるという話があったが、今の教

員の仕事量を考えると新たに負荷をかけるのは難しいのではないか

とも思っている。ヤングケアラ―については、問題の入り口を間違え

ると、その後の対応が複雑になり、うまくいかないのかなと感じた。 

近所との付き合い方が昔と違い、今は中々難しいと感じている。マ

ンション内の自治会でも、孤立の解決策として情報を集めようとアン

ケートを取ったが、個人情報であるとして３分の１程度しか回答が得

られなかった経験がある。 

また、子どもに接する時に、子どもがその大人に対してどう思って

いるかが非常に重要であると感じている。 

 

普段接していてる大学生の中には、かつてヤングケアラ―だった学

生がいる。幼い頃から、ケアが必要な家族と幼い妹たちのサポートを

してきたようだが、その学生は、大学の福祉の授業を受けてから、初

めて相談できる機関があること、そして自身の家庭は福祉の対象だっ

たということを知ったとのことだ。 

高校生になってからは、アルバイトが出来るようになり、それまで

やっていた家事と育児、家族のケア、学業も全部１人で抱え込んでや

ってきたが、大変なのが当たり前、頑張る事が家族への愛情だと思い

込んでしまい、自分の事は後回しにしている状況だったという。 

このように、ケアそのものを自分のアイデンティティとしてしま

い、それだけを生きがいにしてしまうと、ケアが終わった後の喪失感

に苦しむというケースも報告されている。 

自分の人生を生きていいんだよという事を伝える機会を与えられ

るような支援を考えていかなければいけないと強く感じている。 

 

（意見交換の総括） 

これまでの意見交換を通して、ヤングケアラーに関する皆さんの認

識、意見等を伺うことができた。 

市としても、今後も関係各課連携のうえ、ヤングケアラーや子ども

のための支援に取り組んでいく。本日お話しさせていただいたとお

り、地域で支えていくという視点も重要と考えているため、よろしく

お願いしたい。 
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以上で、本日の議事を全て終了する。 

 

■次回開催の案内 

２月上旬から中旬の開催を予定 

 

～閉 会～ 

              

 

 

 

 


